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衝突時の運動方程式から運動量保存則へ 
右向きを正の向きとする。 
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衝突時の物体 A の運動方程式 
加速度を Aa とすると， fMa -=A  ・・・① 

衝突時の物体 B の運動方程式 
加速度を Ba とすると， fma =B  ・・・② 

①＋②より， 
0BA =+ maMa  ・・・③ 

 

加速度について 

衝突時間を tD とすると， 
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上の式からわかるように， 

運動量が保存されるのは， 

運動量変化の原因となる力が両物体の作用・反作用の力であるときである。 

「エネルギーと仕事」と同じく，「運動量保存と力積」も，煩雑な運動方程式を避け， 

問題を楽に解く手段である。 

したがって， 

物体にはたらく外力が作用・反作用の力だけになるように運動系をうまく設定し， 

運動量保存則を使えるようにするのが複雑な問題を解く鍵となる。 


